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〈
歌
人
〉
深
養
父
の
評
価
に
関
す
る
一
考
察

坂　

本　

美　

樹

一
、
は
じ
め
に

　

清
原
深
養
父
は
、
後
撰
集
撰
者
の
元
輔
の
祖
父
、
そ
し
て
清
少
納
言
の

曾
祖
父
で
あ
り
、『
百
人
一
首
』
に
次
の
歌
が
採
ら
れ
た
こ
と
で
も
有
名
な

歌
人
で
あ
る
。

夏
の
夜
は
ま
だ
宵
な
が
ら
明
け
ぬ
る
を
雲
の
い
づ
こ
に
月
や
ど
る
ら
む

　

深
養
父
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
史
料
に
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
先
行
研

究
等
を
参
考
に
系
図
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
な
形
と
な
る）

1
（

。

〈
清
原
氏
系
図
〉

天
武
天
皇
―
…
…
―
貞
代
王
―
有
雄
―
通
雄
―
海
雄

―
房
則
―
深
養
父
―
春
光
―
元
輔
―
清
少
納
言

さ
ら
に
、
深
養
父
の
官
歴
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
前
期
成
立
の
『
中
古
歌
仙

三
十
六
人
伝
』
に
、

延
喜
八
年
正
月
十
二
日
任
二
内
匠
大
允
一。
延
長
元
年
六
月
廿
二
日

任
二
内
蔵
大
允
一。
八
年
十
一
月
廿
一
日
叙
二
従
五
位
下

）
2
（

一。
御
即
位
叙
位
。

諸
司
労
廿
年
。

と
あ
る
。
深
養
父
の
補
任
・
生
没
年
に
つ
い
て
は
詳
細
な
記
録
が
少
な
く
、

『
中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝
』
が
最
も
詳
し
い
記
録
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
記

述
か
ら
、
深
養
父
は
天
武
天
皇
を
祖
と
す
る
家
系
に
生
ま
れ
な
が
ら
も
、

そ
の
官
位
は
ふ
る
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る）

3
（

。

　

ま
た
、
歌
人
と
し
て
の
活
躍
に
つ
い
て
、『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
古
典

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
四
年
）
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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〔
平
安
時
代
中
期
歌
人
〕
清
原
。
生
没
年
未
詳
。
豊
前
介
房
則
の
男
。

元
輔
の
祖
父
、
清
少
納
言
の
曾
祖
父
。
延
喜
八
908
年
に
任
内
匠
大
允
、

延
長
元
923
年
に
内
蔵
大
允
、
同
八
年
に
朱
雀
帝
即
位
の
叙
位
に
諸
司

二
〇
年
勤
務
の
労
に
よ
り
従
五
位
下
と
な
る
。『
寛
平
御
時
中
宮
歌

合
』
に
紀
貫
之
・
紀
友
則
・
凡
河
内
躬
恒
ら
と
共
に
名
が
見
え
、『
宇

多
院
歌
合
』
に
も
名
が
見
え
る
。『
古
今
集
』
に
一
七
首
入
集
す
る
の

を
は
じ
め
、
勅
撰
集
に
計
四
一
首
入
集
し
て
い
る
。
そ
の
和
歌
は
同

時
代
の
紀
貫
之
・
友
則
ら
と
共
通
す
る
理
知
的
な
傾
向
を
持
ち
、
古

今
集
的
歌
風
を
形
成
し
た
有
力
歌
人
の
一
人
で
あ
る
。
家
集
に
『
深

養
父
集
』
が
あ
る
。 
（
三
木
雅
博
氏
担
当
）

傍
線
部
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
深
養
父
は
官
位
こ
そ
高
く
な
か
っ
た

も
の
の
、「『
古
今
集
』
に
一
七
首
入
集
」
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
今
集

時
代
を
代
表
す
る
歌
人
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
項

目
の
参
考
文
献
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
川
村
裕
子
氏）

4
（

は
、
深
養
父
の
歌
人
と

し
て
の
活
動
に
つ
い
て
「
古
今
集
時
代
に
認
め
ら
れ
た
歌
人
と
い
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。」
と
し
な
が
ら
、
一
方
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

…
し
か
し
な
が
ら
深
養
父
の
評
価
は
、
そ
の
後
、
必
ず
し
も
高
く

は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
藤
原
公
任
の
『
三
十
六
人
撰
』
に
は
入
っ

て
い
な
い
。
こ
の
事
は
、
藤
原
清
輔
に
よ
っ
て
「
件
撰
有
二
不
審
一。

所
レ
謂
、
深
養
父
、
元
方
、
千
里
、
定
文
等
不
レ
入
レ
之
。」（『
袋
草

紙
』）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
拾
遺
集
に
も
一
首
採
ら
れ
て
い
る

の
み
で
あ
る
。
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
は
『
後
六
々
撰
』

『
古
来
風
躰
抄
』
に
入
り
、
新
古
今
集
に
も
五
首
採
ら
れ
て
お
り
、

徐
々
に
評
価
が
高
ま
っ
た
。
深
養
父
独
特
の
誇
張
表
現
・
奇
を
て
ら

っ
た
古
今
集
的
詠
風
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
時
代
と
そ
う
で
な
い
時
代

が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

川
村
氏
と
同
様
に
、
中
村
秀
眞
氏）

5
（

も
深
養
父
の
歌
人
と
し
て
の
評
価
に

つ
い
て
、

　
『
古
今
集
』
か
ら
百
年
後
、
公
任
は
深
養
父
を
認
め
て
い
な
い
。
長

徳
二
年
（
九
九
六
）
頃
に
公
任
が
撰
し
た
『
拾
遺
抄
』
に
、
深
養
父

の
歌
は
一
首
も
な
い
。
ま
た
公
任
の
秀
歌
撰
『
三
十
六
人
撰
』
は
後

の
三
十
六
歌
仙
の
一
人
に
な
ら
な
か
っ
た
。
公
任
が
考
え
る
宮
廷
和

歌
は
深
養
父
の
歌
を
許
容
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
平
安
末

期
を
む
か
え
る
ま
で
、
深
養
父
は
和
歌
史
に
と
り
あ
げ
ら
れ
な
い
。

と
述
べ
、
藤
原
清
輔
の
『
袋
草
紙
』
に
よ
っ
て
深
養
父
の
評
価
が
復
活
し
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た
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
拙
稿
「
歌
人
・
元
方
の
評
価
に
関
す
る
一
考

察
」（『
関
西
大
学
国
文
学
』
第
一
〇
〇
号
、
関
西
大
学
国
文
学
会
、
二
〇

一
六
年
）
に
お
い
て
、『
後
拾
遺
和
歌
集
』（
以
下
、『
後
拾
遺
集
』）
か
ら

『
千
載
和
歌
集
』（
以
下
、『
千
載
集
』）
の
時
代
は
、『
後
撰
和
歌
集
』（
以

下
、『
後
撰
集
』）
以
降
を
撰
歌
対
象
す
る
た
め
、
元
方
が
そ
の
時
代
の
勅

撰
集
に
入
集
し
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た）

6
（

。
し
た
が
っ
て
、
深
養
父
も

元
方
と
同
じ
理
由
か
ら
そ
の
時
代
の
勅
撰
集
に
入
集
し
な
か
っ
た
の
で
あ

り
、
深
養
父
の
評
価
が
低
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

王
朝
期
に
お
け
る
深
養
父
詠
の
入
集
状
況
に
つ
い
て
は
、
勅
撰
集
・
私

撰
集
・
歌
合
・
秀
歌
撰
と
多
岐
に
の
ぼ
る
。
ま
た
私
家
集
と
し
て
『
深
養

父
集
』
が
あ
り
、（
一
）
伝
貫
之
筆
部
類
名
家
集
切
（
二
）
伝
行
成
筆
枡
色

紙
（
三
）
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
の
三
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
勅
撰

集
に
お
い
て
作
者
が
他
人
詠
や
「
よ
み
人
し
ら
ず
」
と
な
っ
て
い
る
歌
が

含
ま
れ
て
い
た
り
、
逆
に
深
養
父
の
勅
撰
集
入
集
歌
が
含
ま
れ
て
い
な
か

っ
た
り
と
、
深
養
父
自
作
歌
と
判
断
す
る
に
は
困
難
な
状
況
で
あ
る）

7
（

。
よ

っ
て
、
本
稿
で
は
『
深
養
父
集
』
の
評
価
と
深
養
父
の
評
価
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
は
言
及
せ
ず
、
勅
撰
集
・
私
撰
集
・
秀
歌
撰
・
歌
学
書
類
を
一

覧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
歌
人
〉
深
養
父
の
評
価
を
再
検
討
し
た
い

二
、
勅
撰
集
の
入
集
状
況

　

深
養
父
の
勅
撰
集
入
集
は
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
四

十
一
首
に
の
ぼ
る
。【
表
一
】
は
、
そ
れ
ら
四
十
一
首
を
歌
集
ご
と
に
分
類

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ど
の
深
養
父
詠
が
勅
撰
集
に
入
集
し
た
の
か

を
一
覧
す
る
た
め
、【
表
二
】
を
作
成
し
た
。

　
【
表
一
】
に
示
し
た
と
お
り
、
王
朝
期
に
お
い
て
、
勅
撰
集
入
集
数
が
圧

倒
的
に
多
い
の
は
『
古
今
集
』
で
あ
り
、
入
集
数
の
順
位
も
歌
人
総
数
一

二
六
人
の
う
ち
一
〇
位
と
大
変
高
い）

8
（

。
ま
た
、
深
養
父
存
命
時
に
催
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
『
寛
平
御
時
中
宮
歌
合）

9
（

』
や
、
九
一
三
年
よ
り
前
に
成

立
し
た
と
さ
れ
る
『
宇
多
院
歌
合）

10
（

』
に
も
名
前
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
先

述
の
と
お
り
、
深
養
父
は
『
古
今
集
』
時
代
を
代
表
す
る
歌
人
で
あ
る
と

い
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
後
撰
集
』
で
は
入
集
順
位

が
二
十
二
位
と
『
古
今
集
』
よ
り
だ
い
ぶ
下
が
る
も
の
の
、
歌
人
総
数
が

二
二
四
人
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
決
し
て
低
い
順
位
で
は
な
い）
11
（

。
よ
っ

て
、
深
養
父
が
『
古
今
集
』
か
ら
『
後
撰
集
』
時
代
に
高
く
評
価
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

一
方
、
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
拾
遺
集
』
で
は
入

集
数
が
一
首
と
、『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
と
比
較
し
て
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、〈
先
行
勅
撰
集
に
採
ら
れ
た
歌
は
撰
歌
対
象
と
し
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【
表
一
】
深
養
父
詠
歌
の
み
え
る
勅
撰
集
の
概
要

作
品
名

成
立

下
命
者

撰
者

入
集
数

（
和
歌
総
数
）

古
今
和
歌
集

九
〇
五
年

醍
醐
天
皇

紀
友
則

紀
貫
之

凡
河
内
躬
恒

壬
生
忠
岑

一
七
（
一
一
〇

〇
）

後
撰
和
歌
集

九
五
一
年

村
上
天
皇

大
中
臣
能
宣

清
原
元
輔

源
順

紀
時
文

坂
上
望
城

五
（
一
四
二
五
）

拾
遺
和
歌
集

一
〇
〇
五
〜

一
〇
〇
七
年

親
撰

花
山
院

一
（
一
三
五
一
）

新
古
今
和
歌
集

一
二
〇
五
年

後
鳥
羽
院

源
通
継

藤
原
有
家

藤
原
家
隆

藤
原
定
家

飛
鳥
井
雅
経

五
（
一
九
七
八
）

続
後
撰
和
歌
集

一
二
五
一
年

後
嵯
峨
院

藤
原
為
家

一
（
一
三
七
一
）

続
古
今
和
歌
集

一
二
六
五
年

後
嵯
峨
院

藤
原
為
家

藤
原
基
家

藤
原
行
家

藤
原
光
俊

藤
原
家
良

二
（
一
九
一
五
）

玉
葉
和
歌
集

一
三
一
二
年

伏
見
院

京
極
為
兼

一
（
二
八
〇
〇
）

続
千
載
和
歌
集

一
三
二
〇
年

後
宇
多
院

二
条
為
世

一
（
二
一
四
三
）

続
後
拾
遺
和
歌
集

一
三
二
六
年

後
醍
醐
天
皇

二
条
為
藤

二
条
為
定

一
（
一
三
五
三
）

新
千
載
和
歌
集

一
三
五
九
年

後
光
厳
天
皇

二
条
為
定

一
（
二
三
六
五
）

新
拾
遺
和
歌
集

一
三
六
四
年

後
光
厳
天
皇

二
条
為
明

頓
阿

三
（
一
九
二
〇
）

新
後
拾
遺
和
歌
集

一
三
八
四
年

後
円
融
天
皇

二
条
為
遠

二
条
為
重

一
（
一
五
五
四
）

新
続
古
今
和
歌
集

一
四
三
九
年

後
花
園
天
皇

飛
鳥
井
雅
世

二
（
二
一
四
四
）

※　

二
重
線
よ
り
左
記
は
中
世
の
作
品
で
あ
る

【
表
二
】
深
養
父
詠
歌
勅
撰
集
所
収
一
覧

番
号

初　

句

勅
撰
集
（
歌
番
号
）

21

き
え
か
へ
り

後
撰（
三
三
二
）

1

花
ち
れ
る

古
今（
一
二
九
）

22

空
蝉
の

後
撰（
八
九
六
）

2

夏
の
夜
は

古
今（
一
六
六
）

23

河
霧
の

拾
遺（
二
〇
二
）

3

神
な
び
の

古
今（
三
〇
〇
）

24

な
く
か
り
の

新
古
今（
四
九
六
）

4

冬
な
が
ら（
そ
）

古
今（
三
三
〇
）

25

煙
た
つ

新
古
今（
一
〇
〇
九
）

5

雲
ゐ
に
も

古
今（
三
七
八
）

26

う
ら
み
つ
つ

新
古
今（
一
三
七
七
）

6

あ
ふ
か
ら
も

古
今（
四
二
九
）

27

う
れ
し
く
は

新
古
今（
一
四
〇
三
）

7

う
ば
た
ま
の

古
今（
四
四
九
）

28

昔
み
し

新
古
今（
一
四
五
〇
）

8

虫
の
ご
と

古
今（
五
八
一
）

29

う
ら
み
て
も

続
後
撰（
八
三
九
）

9

人
を
思
ふ

古
今（
五
八
五
）

30

は
な
す
す
き

続
古
今（
三
四
二
）

10

こ
ひ
し
な
ば

古
今（
六
〇
三
）

31

こ
こ
ろ
に
も

続
古
今（
一
四
六
二
）

11

今
は
は
や

古
今（
六
一
三
）

32

な
に
か
世
に

玉
葉（
一
二
八
八
）

12

み
つ
し
ほ
の

古
今（
六
六
五
）

33

お
し
な
べ
て

続
千
載（
三
四
）

13

心
を
ぞ

古
今（
六
八
五
）

34

春
雨
や

続
後
拾
遺（
六
二
）

14

こ
ひ
し
と
は

古
今（
六
九
八
）

35

こ
の
川
は

新
千
載（
六
二
四
）

15

ひ
か
り
な
き

古
今（
九
六
七
）

36

草
ふ
か
く

新
拾
遺（
四
三
七
）

16

冬
な
が
ら（
は
）

古
今（
一
〇
二
一
）

37

年
を
へ
て

新
拾
遺（
九
六
六
）

17

思
ひ
け
む

古
今（
一
〇
四
二
）

38

物
お
も
へ
ば

新
拾
遺（
一
三
二
一
）

18

う
ち
は
へ
て

後
撰（
九
二
）

39

春
霞

新
後
拾
遺（
三
四
）

19

い
く
世
へ
て

後
撰（
三
一
七
）

40

春
日
野
に

新
続
古
今（
五
）

20

あ
き
の
海
に

後
撰（
三
二
二
）

41

さ
き
に
け
り

新
続
古
今（
一
二
〇
）

※　

歌
番
号
、
初
句
の
表
記
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
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な
い
〉
と
す
る
勅
撰
集
の
性
格
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、『
拾
遺

集
』
の
雛
型
と
考
え
ら
れ
る
公
任
撰
『
拾
遺
抄
』
に
は
深
養
父
詠
歌
が
一

首
も
採
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
と
『
三
十
六
人
撰
』
の
入
集
状
況
か
ら
、

公
任
が
深
養
父
を
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
二
作
品
の
み

で
は
判
断
材
料
が
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
考
察
は
第
三
章
・
第
四
章
で
行
う
。

　

次
に
、『
新
古
今
集
』
を
み
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
入
集
し
た
五
首
が
ど
の

撰
者
に
評
価
さ
れ
て
い
た
の
か
を
確
認
し
た
い
。
岸
上
慎
二
・
橋
本
不
美

男
・
有
吉
保
編
『
校
訂　

新
古
今
和
歌
集
』
武
蔵
野
書
院
（
一
九
六
四
年
）

に
よ
れ
ば
、
各
歌
の
撰
者
名
注
記
は
【
表
三
】
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
【
表
三
】
を
み
て
わ
か
る
よ
う
に
、
入
集
し
た
五
首
の
う
ち
、
有
家
の
撰

歌
が
三
首
と
最
も
多
い
こ
と
が
分
か
る
が
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
一
四

五
〇
番
歌
を
定
家
が
選
ん
で
い
る
点
で
あ
る
。
後
で
も
触
れ
る
が
、
定
家

は
秀
歌
撰
や
歌
学
書
で
も
深
養
父
詠
を
採
歌
し
て
お
り
、
深
養
父
に
対
し

て
一
定
の
評
価
が
あ
っ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

三
、
私
撰
集
・
秀
歌
撰
・
歌
学
書
類
の
入
集
状
況

　

前
章
で
は
、
勅
撰
集
の
入
集
状
況
か
ら
深
養
父
の
評
価
を
み
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
述
の
と
お
り
、
勅
撰
集
の
み
で
は
深
養
父
の
評
価
が

み
え
て
こ
な
い
こ
と
か
ら
、
本
章
で
は
王
朝
期
に
お
け
る
私
撰
集
・
秀
歌

撰
・
歌
学
書
類
に
範
囲
を
広
げ
て
考
察
す
る
。

　

私
撰
集
・
秀
歌
撰
・
歌
学
書
類
の
入
集
状
況
を
作
品
別
に
一
覧
す
る
と
、

【
表
四
】
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
【
表
四
】
を
み
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
撰
者
は
王
朝
期
に
活
躍
し
た
歌
人

た
ち
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
順
を
追
っ
て
み
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
①
・
⑨
・
⑫
は
、
入
集
数
の
差
に
よ
っ
て
評
価
が
み
え
る
も
の

で
あ
る
。
①
『
新
撰
和
歌
』
は
和
歌
総
数
三
六
〇
首
に
対
し
て
入
集
数
が

二
首
と
少
な
く
み
え
る
が
、
こ
れ
は
歌
人
総
数
・
六
十
五
人
の
う
ち
十
六

位
と
上
位
で
あ
り
、
撰
者
で
あ
る
貫
之
が
深
養
父
を
歌
人
と
し
て
評
価
し

て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
⑨
『
後
六
々
撰
』（
別
名
『
中
古
三
十

六
歌
仙
』）
は
、
十
首
（
二
人
）、
八
首
（
四
人
）、
六
首
（
二
人
）、
五
首

（
二
首
）、
四
首
（
五
人
）、
三
首
（
十
三
人
）、
二
首
（
八
人
）
と
分
か
れ

【
表
三
】『
新
古
今
集
』
に
み
え
る
深
養
父
詠
歌
と
撰
者
名
注
記

【
表
二
】
番
号

初
句

巻
名
・
部
立
・
歌
番
号

撰
者
名
注
記

24

な
く
か
り
の
巻
五　

秋
下　

四
九
六

有
家

25

煙
た
つ

巻
十
一　

恋
一　

一
〇
〇
九

有
家
・
雅
経

26

う
れ
し
く
は
巻
十
一　

恋
五　

一
四
〇
三

有
家

27

う
ら
み
つ
つ
巻
十
五　

恋
五　

一
三
七
七

家
隆

28

昔
み
し

巻
十
六　

雑
上　

一
四
五
〇

定
家

※　

歌
番
号
・
初
句
の
表
記
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
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て
お
り
、
深
養
父
は
五
人
し
か
配
さ
れ
て
い
な
い
四
首
歌
人
に
配
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
比
較
的
評
価
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る）
13
（

。
⑫
『
定
家
八
代

抄
』
に
つ
い
て
も
、『
古
今
集
』
か
ら
『
新
古
今
集
』
ま
で
に
入
集
し
た
二

十
八
首
の
う
ち
、
七
分
の
一
の
四
首
が
選
ば
れ
て
お
り
、
入
集
順
位
が
歌

人
総
数
・
三
八
〇
人
の
う
ち
六
十
二
位
と
な
か
な
か
の
順
位
で
あ
る）
14
（

。
⑪
・

⑭
・
⑮
は
、
入
集
数
に
差
が
な
い
作
品
群
で
あ
り
、
選
ば
れ
て
い
る
こ
と

に
歌
人
と
し
て
評
価
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
⑪
『
時
代
不
同
歌

合
』
を
編
ん
だ
後
鳥
羽
院
は
〈
歌
人
〉
深
養
父
を
評
価
し
て
い
た
と
い
え

よ
う
。
ま
た
、『
定
家
八
代
抄
』
で
も
評
価
し
て
い
た
定
家
は
、
⑭
『
百
人

秀
歌
』・
⑮
『
百
人
一
首
』
に
お
い
て
も
深
養
父
を
選
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
深
養
父
、
も
し
く
は
深
養
父
詠
歌
を
評
価
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑦
・
⑧
・
⑩
・
⑬
は
歌
学
書
類
に
分
類
さ
れ
る
。
⑦
『
奥
儀
抄
』
で
は
「
盗

古
歌
証
歌
」
に
、「
ふ
る
き
歌
の
こ
こ
ろ
は
詠
む
ま
じ
き
な
れ
ど
も
、
よ
く

詠
み
つ
れ
ば
み
な
用
ゐ
ら
る
」
と
し
て
【
表
二
】
23
番
「
河
霧
の
」
歌
を

挙
げ
て
い
る
。
⑧
『
袋
草
紙
』
も
⑦
『
奥
儀
抄
』
と
同
様
に
、
公
実
の
「
歌

を
盗
む
」
話
の
中
で
【
表
二
】
23
番
「
河
霧
の
」
歌
を
挙
げ
、
公
実
が
「
歌

は
か
く
の
如
く
盗
む
べ
し
」
と
言
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、「
誠
に
興
有
り
」

と
述
べ
て
い
る
。
⑩
『
古
来
風
体
抄
』
は
深
養
父
詠
歌
を
三
首
挙
げ
て
い

る
。
編
者
の
俊
成
は
、
巻
末
に
て
「
歌
の
す
が
た
は
こ
の
集
ど
も
に
見
え

侍
る
な
り
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
深
養
父
詠
歌
を
秀
歌
と
し
て
評

価
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
⑬
『
近
代
秀
歌
』（
自
筆
本
）
で

は
、
秀
歌
の
例
と
し
て
八
代
集
か
ら
八
三
首
挙
げ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
深

養
父
は
【
表
二
】
2
番
「
夏
の
夜
は
」
歌
の
一
首
と
少
な
い
も
の
の
、『
古

今
集
』
の
夏
歌
の
中
で
は
深
養
父
の
一
首
し
か
挙
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
本

歌
を
評
価
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

【
表
四
】
私
撰
集
・
秀
歌
撰
・
歌
学
書
類
に
お
け
る
深
養
父
詠
歌
の
入
集
状
況
一
覧

作　

品　

名

成　

立

撰
者

入
集
数
（
和
歌
総
数
）

①

新
撰
和
歌

九
三
〇
〜
九
三
四
年

紀
貫
之

二
（
三
六
〇）12
（

）

②

金
玉
和
歌
集

一
〇
〇
七
年

藤
原
公
任

一
（
七
六
）

③

深
窓
秘
抄

一
〇
一
一
〜
一
〇
一
二
年

一
（
一
〇
一
）

④

和
漢
朗
詠
集

一
〇
一
三
年
頃

一
（
二
一
六
）

⑤

三
十
人
撰
（
現
行
）

一
〇
〇
七
〜
一
〇
〇
九
年

具
平
親
王

二
（
一
三
〇
）

⑥

新
撰
朗
詠
集

一
一
二
二
〜
一
一
三
三
年

藤
原
基
俊

二
（
二
〇
三
）

⑦

奥
儀
抄

一
一
三
五
〜
一
一
四
四
年

藤
原
清
輔

一
（
六
四
五
）

⑧

袋
草
紙

一
一
五
九
年

一
（
八
五
一
）

⑨

後
六
々
撰

一
一
〇
七
〜
一
一
六
五
年

藤
原
範
兼

四
（
一
四
六
）

⑩

古
来
風
体
抄

一
二
〇
一
年

藤
原
俊
成

三
（
六
一
一
）

⑪

時
代
不
同
歌
合

一
二
二
一
年

後
鳥
羽
院

三
（
一
五
〇
）

⑫

定
家
八
代
抄
（
自
筆
本
）
一
二
一
五
年

藤
原
定
家

四
（
一
八
〇
九
）

⑬

近
代
秀
歌

一
二
一
五
〜
一
二
二
一
年

一
（
八
三
）

⑭

百
人
秀
歌

一
二
三
五
年

一
（
一
〇
〇
）

⑮

百
人
一
首

一
二
三
五
年

一
（
一
〇
〇
）
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以
上
の
よ
う
に
、
王
朝
期
を
代
表
す
る
歌
人
た
ち
は
深
養
父
を
歌
人
と

し
て
評
価
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
公
任
の
み
、
ほ

か
の
歌
人
と
評
価
の
異
な
る
点
が
み
え
る
。
そ
の
点
に
関
す
る
考
察
に
つ

い
て
は
、
次
章
で
述
べ
た
い
。

四
、
公
任
に
よ
る
〈
歌
人
〉
深
養
父
の
評
価

　

本
章
で
は
、
公
任
と
そ
の
他
の
歌
人
と
の
評
価
の
違
い
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
は
じ
め
に
、
公
任
が
編
ん
だ
と
さ
れ
る
私
撰
集
・
秀
歌
撰
・
歌

学
書
類
に
採
ら
れ
た
深
養
父
詠
歌
を
一
覧
す
る
。

　
【
表
二
】
で
付
し
た
番
号
に
従
い
羅
列
す
る
と
、
十
四
首
の
和
歌
が
確
認

で
き
る
。
な
お
、
他
人
詠
1
は
『
拾
遺
集
』
で
は
貫
之
詠
と
す
る
が
、『
貫

之
集
』
の
諸
本
に
本
歌
は
載
っ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
深
養
父
詠
歌
と
し

て
入
集
数
に
カ
ウ
ン
ト
す
る
。

　

続
い
て
【
表
六
】
は
、【
表
五
】
に
挙
げ
た
深
養
父
詠
歌
が
ど
の
文
献
に

収
め
ら
れ
て
い
る
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
23
番
「
河
霧
の
」
歌
に

つ
い
て
、『
三
十
人
撰
（
現
行
）』
を
除
き
、
公
任
撰
の
私
撰
集
・
秀
歌
撰

は
す
べ
て
採
歌
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。『
三
十
人
撰
（
現
行
）』

の
撰
者
に
つ
い
て
は
、
公
任
撰
と
す
る
久
曽
神
昇
氏）
15
（

と
、
具
平
親
王
撰
と

す
る
丸
山
嘉
信
氏）

16
（

・
萩
谷
朴
氏）

17
（

の
間
で
意
見
が
分
か
れ
て
き
た
が
、
樋
口

芳
麻
呂
氏
の
研
究
に
よ
り
、『
三
十
人
撰
』
の
「
現
存
本
は
公
任
の
作
物
を

具
平
親
王
が
改
撰
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
基
に
な
っ
た
公
任
撰
の
三
十

人
撰
は
三
十
六
人
撰
に
発
展
的
解
消
を
遂
げ
」
た
と
い
う
見
方
に
落
ち
着

い
て
い
る）

18
（

。
本
稿
で
は
樋
口
氏
の
説
に
従
い
、
公
任
撰
の
歌
集
・
秀
歌
撰

類
に
み
え
る
深
養
父
詠
歌
を
も
と
に
、『
三
十
人
撰
（
現
行
）』
が
具
平
親

王
撰
で
あ
る
可
能
性
と
公
任
の
深
養
父
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
考
察
し

【
表
五
】
公
任
の
私
撰
集
・
秀
歌
撰
・
歌
学
書
類
に
み
え
る
深
養
父
詠
歌
一
覧

【
表
二
】
番
号

初　

句

勅
撰
集
入
集
状
況
（
歌
集
名
・
巻
名
・
部
立
・
歌
番
号
）

2

夏
の
夜
は

『
古
今
集
』
巻
三　

夏　

一
六
六

4

冬
な
が
ら
（
そ
）
『
古
今
集
』
巻
六　

冬　

三
三
〇

5

雲
ゐ
に
も

『
古
今
集
』
巻
八　

離
別　

三
七
八

7

う
ば
た
ま
の

『
古
今
集
』
巻
十　

物
名　

四
四
九

10

こ
ひ
し
な
ば

『
古
今
集
』
巻
十
二　

恋
二　

六
〇
三

11

今
は
は
や

『
古
今
集
』
巻
十
二　

恋
二　

六
一
三

13

心
を
ぞ

『
古
今
集
』
巻
十
四　

恋
四　

六
八
五

14

ひ
か
り
な
き

『
古
今
集
』
巻
十
七　

雑
下　

九
六
七

18

う
ち
は
へ
て

『
後
撰
集
』
巻
三　

春
下　

九
二

19

い
く
世
へ
て

『
後
撰
集
』
巻
六　

秋
中　

三
一
七

他
人
詠
1

白
妙
の

『
拾
遺
集
』
巻
一　

春　

一
七

23

河
霧
の

『
拾
遺
集
』
巻
四　

冬　

二
〇
二

27

う
れ
し
く
は

『
新
古
今
集
』
巻
十
五　

恋
五　

一
四
〇
三

※　

歌
番
号
・
初
句
の
表
記
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
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た
い
。

　

次
に
掲
げ
た
【
表
七
】
は
『
前
十
五
番
歌
合
』『
三
十
人
撰
（
現
行
）』

『
三
十
六
人
撰
』
に
お
け
る
歌
人
の
入
れ
替
わ
り
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
【
表
七
】
が
示
す
と
お
り
、
十
五
番
歌
合
に
採
ら
れ
ず
三
十
人
撰
に
採
ら

れ
、
そ
の
後
の
『
三
十
六
人
撰
』
で
除
か
れ
た
歌
人
は
深
養
父
し
か
い
な

い
。
樋
口
氏
は
、
公
任
が
『
三
十
人
撰
』
か
ら
『
三
十
六
人
撰
』
を
編
む

際
に
「
も
と
も
と
あ
ま
り
高
く
評
価
し
て
い
な
い
深
養
父
の
方
は
、
新
し

【
表
六
】
公
任
の
私
撰
集
・
秀
歌
撰
・
歌
学
書
類
に
み
え
る
深
養
父
詠
歌
所
収
一
覧

時
代

貫
之

公
任

具
平

基
俊

清
輔

範
兼

俊
成

後
鳥
羽

定
家

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

古
今

2

○

○

○

○

○

○

○

○

○

4

○

5

○

7

○

10

○

11

○

13

○

14

○

○

○

後
撰

18

○

19

○

拾
遺

他

○

23

○

○

○

○

○

○

新
古
今

27

○

①
新
撰
和
歌
、
②
金
玉
和
歌
集
、
③
深
窓
秘
抄
、
④
和
漢
朗
詠
集
、
⑤
三
十
人
撰
（
現
行
）、
⑥
新
撰
朗
詠
集
、
⑦
奥
儀
抄
、
⑧
袋
草
紙
、
⑨
後
六
々
撰
、
⑩
古
来
風
体
抄
、
⑪
時
代
不
同
歌

合
、
⑫
定
家
八
代
抄
、
⑬
近
代
秀
歌
、
⑭
百
人
秀
歌
、
⑮
百
人
一
首
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く
加
え
た
い
歌
人
の
た
め
に
ポ
ス
ト
を
明
渡
す
こ
と
に
し
て
削
」
っ
た
の

だ
と
推
定
し
て
い
る）

19
（

。
樋
口
氏
の
見
解
を
考
慮
に
入
れ
、
再
び
第
三
章
に

掲
げ
た
【
表
四
】
を
み
て
み
る
と
、『
金
玉
集
』『
深
窓
秘
抄
』『
和
漢
朗
詠

集
』
所
収
歌
と
『
三
十
人
撰
（
現
行
）』
の
所
収
歌
は
全
く
異
な
る
こ
と
が

わ
か
る
。
さ
ら
に
、『
古
今
集
』
入
集
数
が
深
養
父
と
同
数
、
あ
る
い
は
そ

れ
以
下
の
歌
人
は
、
小
町
（
十
七
首
）・
興
風
（
十
七
首
）・
是
則
（
六

首
）・
宗
于
（
六
首
）・
兼
輔
（
四
首
）
で
あ
り
、
全
員
が
『
三
十
六
人
撰
』

に
入
集
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
深
養
父
が
『
十
五
番
歌
合
』
も
『
三
十
六

人
撰
』
に
も
入
集
し
て
い
な
い
と
い
う
状
況
は
、
公
任
の
深
養
父
に
対
す

る
評
価
の
低
さ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

【表七】十五番歌合から三十六人撰までの歌人撰の変遷

No. 歌人 前十五番歌合 三十人撰 三十六人撰
1 在原業平 ○ ○ ○
2 伊勢 ○ ○ ○
3 凡河内躬恒 ○ ○ ○
4 大伴家持 × ○ ○
5 大中臣能宣 ○ ○ ○
6 大中臣頼基 × × ○
7 小野小町 ○ ○ ○
8 柿本人麻呂 ○ ○ ○
9 紀貫之 ○ ○ ○
10 紀友則 ○ ○ ○
11 清原深養父 × ○ ×
12 清原元輔 ○ ○ ○
13 小大君 ○ ○ ○
14 斎宮女御 ○ × ○
15 坂上是則 ○ ○ ○
16 猿丸大夫 × × ○
17 菅原輔昭 ○ × ×
18 僧正遍照 ○ ○ ○
19 素性法師 ○ ○ ○
20 帥殿母上 ○ × ×
21 平兼盛 ○ ○ ○
22 中務 ○ ○ ○
23 藤原朝忠 ○ ○ ○
24 藤原敦忠 × ○ ○
25 藤原興風 × ○ ○
26 藤原兼輔 ○ ○ ○
27 藤原清正 ○ ○ ○
28 藤原高光 × × ○
29 藤原仲文 ○ ○ ○
30 藤原元真 ○ × ○
31 藤原敏行 × ○ ○
32 傅殿母上 ○ × ×
33 源公忠 ○ ○ ○
34 源信明 × ○ ○
35 源重之 ○ ○ ○
36 源順 ○ ○ ○
37 源宗于 × × ○
38 壬生忠見 ○ ○ ○
39 壬生忠岑 ○ ○ ○
40 山部赤人 ○ × ○
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以
上
の
よ
う
な
状
況
と
、
第
二
章
に
て
言
及
し
た
『
拾
遺
集
』『
拾
遺
抄
』

の
入
集
状
況
と
を
併
せ
て
考
え
る
に
、『
三
人
十
撰
（
現
行
）』
は
公
任
撰

で
は
な
く
、
具
平
親
王
撰
だ
と
す
る
樋
口
説
の
裏
付
け
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
公
任
は
深
養
父
の
「
河
霧
の
」
歌
は
評
価
し
て
い

た
も
の
の
、〈
歌
人
〉
と
し
て
は
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

公
任
が
何
故
、
深
養
父
を
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
公
任

の
歌
論
や
当
時
の
歌
壇
史
と
の
関
係
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

五
、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
従
来
の
〈
平
安
末
期
に
深
養
父
の
評
価
が
見
直
さ
れ
た
〉

と
い
う
説
に
疑
問
を
抱
き
、
勅
撰
集
・
私
撰
集
・
秀
歌
撰
・
歌
学
書
類
の

入
集
状
況
の
考
察
か
ら
、
深
養
父
は
、
公
任
を
除
く
王
朝
期
の
歌
人
た
ち

に
常
に
評
価
さ
れ
て
い
た
と
い
う
結
論
を
得
た
。
公
任
の
深
養
父
に
対
す

る
評
価
の
低
さ
は
、『
拾
遺
抄
』
に
深
養
父
詠
歌
を
採
ら
な
か
っ
た
こ
と
に

加
え
、『
十
五
番
歌
合
』
お
よ
び
『
三
十
六
人
撰
』
に
撰
ば
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
花
山
院
撰
『
拾
遺
集
』
に
「
河

霧
の
」
歌
が
入
集
し
て
い
る
点
や
、
具
平
親
王
撰
『
三
十
人
撰
（
現
行
）』

に
撰
ば
れ
て
い
る
点
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、『
拾
遺
集
』
時
代
に
そ
れ
な
り

の
評
価
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
深
養
父
は
公
任
を
除
く

『
古
今
集
』
か
ら
『
新
古
今
集
』
の
王
朝
期
を
通
し
て
、
一
定
の
評
価
の
あ

っ
た
歌
人
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

〔
注
〕

（
1
） 

『
尊
卑
分
脈
』『
群
書
類
従
』『
続
群
書
類
従
』『
系
図
纂
要
』『
本
朝

皇
胤
紹
運
録
』
に
は
異
同
が
あ
り
、
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
本
稿
で
は
藤
本
一
恵
・
木
村
初
恵
『
私
家
集
全
釈
叢
書
24　

深
養

父
集　

小
馬
命
婦
集　

全
釈
』
風
間
書
房
（
一
九
九
九
年
）
の
解
説
（
木

村
初
恵
氏
担
当
）
の
説
を
参
考
に
し
た
。

（
2
） 

『
群
書
類
従
』
6
輯
「
中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝
」

（
3
） 

深
養
父
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
村
瀬
敏
夫
「
清
原
深
養
父
―
そ

の
歌
人
と
し
て
の
生
き
方
―
」（「
ま
ひ
る
野
」
一
九
八
二
年
初
出
、
そ

の
後
、『
新
典
社
研
究
叢
書
76　

平
安
朝
歌
人
の
研
究
』
新
典
社
、
一
九

九
四
年
に
所
収
）
や
、
藤
本
一
恵
・
木
村
初
恵
『
私
家
集
全
釈
叢
書
24　

深
養
父
集　

小
馬
命
婦
集　

全
釈
』
風
間
書
房
（
一
九
九
九
年
）
の
解

説
（
木
村
初
恵
氏
担
当
）
に
、
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
4
） 

一
冊
の
講
座
編
集
部
『
古
今
和
歌
集
』
有
精
堂
（
一
九
八
七
年
）

「
深
養
父
」
項

（
5
） 
中
村
秀
眞
「
幻
視
す
る
深
養
父
」『
早
稲
田
研
究
と
実
践
』
第
二
十
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九
巻
（
二
〇
〇
八
年
）

（
6
） 
拙
稿
「
歌
人
・
元
方
の
評
価
に
関
す
る
一
考
察
」（
関
西
大
学
国
文

学
会
『
国
文
学
』
第
一
〇
〇
号
、
遊
文
舎
、
二
〇
一
五
年
）
で
も
触
れ

て
い
る
が
、『
後
拾
遺
和
歌
集
』
仮
名
序
に
「
お
ほ
よ
そ
、
古
今
・
後
撰

二
つ
の
集
に
歌
入
り
た
る
と
も
が
ら
の
家
の
集
を
ば
、
世
も
あ
が
り
、

人
も
か
し
こ
く
て
、
難
波
江
の
あ
し
よ
し
定
め
む
こ
と
も
は
ゞ
か
り
あ

れ
ば
、
こ
れ
を
除
き
た
り
。」（
本
文
は
久
保
田
淳
・
平
田
喜
信
『
新
日

本
古
典
文
学
大
系
八　

後
拾
遺
和
歌
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
よ

り
引
用
）
と
あ
り
、
六
歌
仙
か
ら
『
古
今
集
』
撰
者
時
代
の
歌
人
達
を

除
い
て
集
を
編
ん
だ
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
7
） 

『
深
養
父
集
』
の
伝
本
・
成
立
に
つ
い
て
は
、
山
岸
徳
平
氏
や
久
曾

神
昇
氏
、
久
保
木
哲
夫
氏
を
は
じ
め
と
す
る
先
行
研
究
が
挙
げ
ら
れ
、

深
養
父
自
作
歌
の
認
定
に
つ
い
て
も
諸
説
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら

の
説
を
ま
と
め
た
藤
本
一
恵
・
木
村
初
恵
『
私
家
集
全
釈
叢
書
24　

深

養
父
集　

小
馬
命
婦
集　

全
釈
』
風
間
書
房
（
一
九
九
九
年
）
を
参
考

に
し
た
。

（
8
） 

田
中
登
・
山
本
登
朗
編
『
平
安
文
学
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
和
泉

書
院
（
二
〇
〇
四
年
）、
三
五
頁
。

（
9
） 

『
寛
平
御
時
中
宮
歌
合
』
の
主
催
者
は
、
諸
本
の
問
題
に
よ
り
、
宇

多
天
皇
の
母
后
班
子
女
王
・
醍
醐
天
皇
の
母
后
胤
子
・
藤
原
温
子
の
三

人
の
候
補
者
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
い
ま
だ
解
決
に
至
っ
て
い
な
い
。

本
文
は
早
く
に
散
逸
し
、
証
本
は
二
十
巻
本
模
写
断
簡
（
四
首
）
と
神

宮
文
庫
本
と
そ
の
転
写
本
で
あ
る
刈
谷
図
書
館
本
が
あ
る
（
参
考
：『
和

歌
文
学
大
辞
典
』
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
四
年
）。
萩
谷
朴
氏
は

神
宮
文
庫
本
に
関
し
て
、「
後
に
大
幅
に
増
補
し
た
、
信
ず
べ
か
ら
ざ
る

本
」
と
す
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
ま
ま
用
い
た
。

（
10
） 

『
宇
多
院
歌
合
』
に
つ
い
て
、『
新
編
国
歌
大
観
』
の
解
題
（
中
周

子
氏
担
当
）
で
は
、「
の
歌
合
が
行
わ
れ
た
記
録
は
ま
っ
た
く
な
い
が
、

延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
頃
に
逝
去
し
た
と
思
わ
れ
る
友
則
を
含
め
て
貫

之
・
忠
岑
・
定
文
・
興
風
・
深
養
父
と
い
う
当
時
最
高
の
歌
人
た
ち
の

歌
を
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
宇
多
院
の
も
と
で
、
延
喜
五
年

以
前
に
行
わ
れ
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

（
11
） 

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
後
撰
和
歌
集
』
岩
波
書
店
（
一
九
九
〇

年
）
の
「
作
者
名
索
引
」
を
参
照
。
な
お
、
深
養
父
と
同
位
の
歌
人
に
、

右
近
・
藤
原
興
風
・
平
定
文
・
源
信
明
・
僧
正
遍
昭
・
小
野
道
風
（
五

十
音
順
）
が
い
る
。

（
12
） 

迫
徹
朗
『
王
朝
文
学
の
考
証
的
研
究
』
風
間
書
房
（
一
九
七
三
年
）

の
校
本
「
新
撰
和
歌
」
作
者
名
索
引
を
参
照
。
な
お
索
引
に
は
、
深
養

父
の
項
目
に
『
古
今
集
』
九
〇
五
番
（
よ
み
人
し
ら
ず
）
の
和
歌
を
挙

げ
て
い
る
が
、『
新
撰
和
歌
』
以
外
は
『
古
今
集
』
と
同
様
に
「
よ
み
人
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し
ら
ず
」
と
し
て
採
歌
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
に
お
い
て
も
深
養

父
詠
歌
と
は
せ
ず
、
入
集
数
に
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
。

（
13
） 
久
曽
神
昇
編
『
日
本
歌
学
大
系　

別
巻
六
』
風
間
書
房
（
一
九
八

四
）
年
を
参
照
。

（
14
） 

樋
口
芳
麻
呂
・
後
藤
重
郎
校
注
『
定
家
八
代
抄
（
下
）』
岩
波
書
店

（
一
九
九
六
年
）
作
者
別
索
引
を
参
照
。

（
15
） 

久
曽
神
昇
『
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
精
成
』
風
間
書
房
（
一
九

六
六
年
）

（
16
） 

丸
山
嘉
信
「
三
十
人
撰
を
め
ぐ
る
問
題
」（『
国
学
院
雑
誌
』
一
九

五
四
年
三
月
）

（
17
） 

萩
谷
朴
『
平
安
朝
歌
合
大
成
・
三
』
増
補
新
訂
版　

同
朋
舎
（
一

九
九
二
年
）

（
18
） 

樋
口
芳
麻
呂
『
平
安
・
鎌
倉
時
代
秀
歌
撰
の
研
究
』
ひ
た
く
書
房

（
一
九
八
三
年
）、
九
頁

（
19
） 

前
掲
、
八
三
頁

（
さ
か
も
と　

み
き
／
本
学
大
学
院
生
）


